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1． は じ め に

　我が国で は，1980年代半ば か ら行政機関， 産業界 ，

学協会 を中心 に して
， 空 間利用 を軸に し た 『地下開

発』 が声高 く語 られ て きた 。 そ の 内容 は，当面する

社会問題 の
一

つ で あ る空 間不足 の 補充 の た め に
， 関

係者が得意 とす る分野 の 施設建設 に関連づ けて 語 ら

れ る傾 向が強か っ た 。 そ の 事 は
一方で ， 総合的 な土

地利用 と の 関連性を あ い ま い に し ，

『地下利用』 の

方向性 と全体像を分 か りに くくして い る 。 それ ゆ え ，

現状 を踏 ま え て
，

『地下利用』 の 概念を明確にする

と ともに
， 社会的な必 要性 と地下特性の 利用 と の 関

係 を理解する必要が ある。そ の 上で ， 未利用 の 地下

特性を用 い た ， 新規用途開発の可能性 を論理的に探

索する手法の 確立 が望ま しい もの と考 える。

　本論は こ うした視点 を基軸に ， 歴 史的 に発展 し た

地 下利用 と現在利用 し て い る地下特性 を整理 し よ う

と し た 。 それ は ， 地下利用技術の 体系化を促し， 技

術 の 枠組 の 再構築 に不可 欠 と考え た か らで あ る 。

2． 地下 の 概念 と地下 利用の概況

　 2．1 地 下 とその イ メージ

　（1） 深層心理的イ メージ

　『地下』 とい う言葉か ら受ける素朴なイ メ
ージ を ，

両親 か ら幼時に 聞か され る物語 に探 っ て み る 。

　欧米 の 人 々 に は ，
Booth （ブー

ス ）
D

の絵本 に見 ら

れ る地下の イ メ ージ が
一

例 か と思 う。 そ こ に は ， 鳥

や地上動物 や爬虫類 の 巣 ， 生活 をす る昆虫や線虫類

や バ ク テ リ ァ ， 地上 に美 し く咲い て い る草花や勢 い

よ く枝葉 を広 げて い る樹木 の 根 な どがあ る 。 生 活 に

結 び つ い た建物 の 基礎 ， 雨水 ・汚水 を流す管な どや

地下鉄道や地下街 もある 。 埋 もれ て い る宝石 ， 太古

の 住居や洞窟探検も描か れ て い る 。人 に よ っ て は ， ギ

April ，　1994

リ シ ャ
・ロ

ー
マ 神話 で の 冥府の 神ハ

ーデ ス （Hades ）
2）

が支配す る領域 と意識 す る こ ともある。古代エ ジ プ

ト，ア メ リカ ・イ ン デ ィ ア ン
， メ キ シ コ やパ ラオ 諸

島で は太陽の 通路 と し て 地 下が意識 され た り ， 怪物

の住 む所や農耕 で の 豊穣 の 基盤 とす る民話 の 存在も

創作的に 紹介
3）

され て い る 。

　 我が 国の 民話 に も，実存 の空間 とそれ に 並行して
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　 ぎ　な　 ぎ

存在す る仮想空間 とし て の 地下 が あ る 。 伊邪那岐 ・
い 　 ざ　 ノt　 み

伊邪那美神話
4）

や ア イ ヌ 伝説
5）

で は畏怖や畏敬を与
　 　 よ 　み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”．1’み じ ようど

え る黄泉 の 国 と， 各地 の 昔話 の 鼠浄土
6）

で語 られ る

楽 しい 鼠が住 む穴 が そ れ で ある 。

　現代 日本人 の 地下意識に は
， 昨今， 宮田

D
， 小 田

S ）

，

室ほ か
1°）
等 の ア ン ケ

ー
ト意識調査 ， 谷 口 ・ 土肥

tl）
の

目本文学で の描写分析 と原田
9）

の 心理分析は ，

「好 ・

悪 」，「快 ・不快」 等 の 明暗両 面 の イ メ ージ を民話や

文学 の表現 に見出 し て い る 。 Su （ス
ー）

12）
も中国で

の研究か ら同様な例 とそ の 発展 性 を紹介 し て い る 。

　習俗 ・風土 ・気候 ・地形 な どの 人文 ・自然環境は，

成長過程で 深層心理 に刷 り込 ま れ る
。 分類内容 へ の

深層心理 の 影響を避 け る に は ， 地下利用 の 概念 を深

く認識 し， さ らに，「明 」の 面だ けで な く，利用者の

心理的負担 を生む 「暗 」 の 面を配慮 した使用環境と

す る必 要が あ る こ とを示唆し て い る。

　 （2） 現実的イ メ
ージ と実際

　 『
“

な じん で い る
”

こ とが
“
よ くわ か っ て い る

”
こ

とで は ない 』 と い
っ た 有名 な 哲学者

13）

がい る 。 確か

に筆者 らを含め多 くの 人 が 地 下街 で買物 をし た り ，

地 下鉄道を利用 し て ， H 常地 下 と地下空間に 良く な

じ ん で は い る が，それ ら に つ い て よ く分 か っ て い る

とは言 い 難 い
。 そ こ で 上述 した漠然 とも っ て い る

『地下 とそ の 空間』 に つ い て の イメ
ージ と実際を概

略確認し て み る こ と に す る 。

　『地下空間』 は物理的 な イ メ ー ジ の
『地下 の 囲ま
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れ た 広が り ， あ る場所 ，
い れ も の 等 』 と し て 認識 さ

れ た り， 技術 の 立場か ら到達可能で 有益な 『社会 的

空間』 とも見 な され る 。 ま た ， 地上 と地下 の空間 と

の 特性 の 違 い ，加 え て都市 とい う人工 空 間との 調和

の 中にお け る地下 の 役割 をイ メ
ージ に 同化す る コ ン

セ プ トが失われ た こ とが あっ た 。

　地 質 ・地形 ・風土 の よ うな 自然環境 と風俗 ・土地

利用の よ うな社会環境は ， 立 地 点 ご と に異 な っ た 影

響 を地下利用 に与え る。所定 の地下 を建設す る に は ，

地形 ， 地 下水 ， 地 盤 特性等 を含む多様な 立地条件 に

応 じ た 建設方式 と技術が必要 で あ る 。 さ らに
， 地下

の 復元性 の 低さ と既存 の 土地利用が新規用途や建設

に
， また ， 地質 と建設技術 の 制約 が空間の 幾何学的

形状 に大きな影響を与 え る。

　地 下利用 の 一つ に は ， 多層的な 階層状空間や 三 次

元 的な容積確保 をね ら っ た 空間 の 利用 が あ る 。 そ の

二 に は ， 鉱物 ・石材 ・石 油 ・水等 の 地盤内に あ る物

　

　
　

質 とそ の 物理化学的性質 ・環境利用が あ る。

　本稿 の 以下の 議論で は，『地下利用 』を 『地下空 間

自体お よび空間に存在す る物質 とそ の 物理化学的性

状 ・環境の 利用 』 の 意味を持 つ 術語 と し て 用い る 。

　 2．2　地 下利用 の発展

　先史時代最古 の 地下建造物 は ， 盛土方式で は B ．C．

4000 年以前 の フ ラ ン ス に あ る墳墓
14）

， 掘削方式 で は

B ．C．3300年頃 の 地 中海 マ ル タ 島の 地 下 神殿
15）

の よ

うで あ る 。 歴史時 代 で は，B．C．2010年頃 の バ ビ ロ

ン の 河底通路
16 ）

が あ り， 中国 ， トル コ
，

ス ペ イ ン 等

で は地下住居
17）A’19）

が今 な お 使用 され て い る 。

　様 々 な地下利用 カ テ ゴ リ
ー

の 発展 を，そ れ を支 え

る地下特性 と科学 ・技 術 を基盤 に し て歴史的に成長

す る樹木 に模 し て 図一 1 に 示 す 。 人類 の 止 む こ との

無い 欲求を太陽に例 え て ， 空 間 ・地盤 ・環境や物理

化学的特性 とい う養分 を， 自然科学・祉会科学と応用

技術 とい う根によ っ て 吸 い 上 げ， 新し い 機能を も っ

　　た利用法 とい う枝 を伸ば し，地下利用 とい う全

　　体 の樹木 を成長 させ て き た と見 る こ とが で きる 。

　　　昨今で は，生態糸 と の 調和 ， 用途間 の 調整が

　　求 め られ ， 心理 的負担 を生 む閉鎖性 の 軽減 ， 経

　　済性 の 確保 と い う強1虱（制約条件）にも以前に ま

　　 し て耐 え て い く必 要性が高 くな っ て きた 。 人類

SRC ：（Synchrotron　Radiation　Counter 　： シ ン ク ロ トロ ン放射光測 定

装置），ACG （Accelerator〔素粒子〕 加 速機），　 SMES （本文 3．4 参

照），CAES （Compressed 　 Air　Energy　Storage ：圧縮空気エ ネル ギ

ー
貯蔵），ATES （Aquifer　Thermal 　Energy　Storage ：帯水層熱 エ ネ

ル ギー
貝i∫蔵）

　　　　　　 図
一 1　 地下利用発展樹木図
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の 欲望 や社会基盤 施設 の 改善とい うニ
ーズは 社

会 の 事実認識 に よ り内容 と程度 は異なるが ， 地

下利用は今後 とも発展す る もの と予想 され る 。

　以下 に ， 樹木図の概略 を発展 の 順序に従 っ て

説明 し て み よ う 。 住居に 始ま り今 目に至 る基本

的 な地下利用 の 様式 は ， 中世 ま で に ほ と ん ど出

尽 くし て い る
。 十字軍 の 遠征 に よ っ て火薬を知

っ た ヨ ー ロ ッ パ 人 は 掘削技術を発展 させ，18世

紀 の 産業革命 を支 え る原 動力 とな っ た石炭の 採

掘 を容易に した 。 そ の 利用は種 々 の 発明 ・発見

を促 し，地下利用 を
一

層進歩 させ た 。 原子力 の

実用化 と普及 は人類 の エ ネ ル ギー問題 を緩和 し

た が ， そ の 安全利用や事故時の 懸念が一部の社

会施設を地下立地 へ と向か わ せ た 。

　現代 の 地下利用 の 特徴 に は ， 単 な る空間利用

だ け で な く方 向か ら
，

ほ か の 地下特性を も意識

的に活用す る よ うな方向 が見 られ る 。 古 くか ら

軍事施設や住居 に用 い られ て い る 覆土式構造

物
lv）・2°）

は ， 今 目新 た に建築家 を中心 に して ，

土 と基礎，42− 4 （435）

N 工工
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環境保全 や省 エ ネ ル ギーの 観点か ら住居
21）’22） の み

な らず種 々 の 用途 に積極的に 活用 され つ つ あ る。 目

新 し い 使用例 と し て ， 体育館 （仏）や学校 （米）
21）

が み られ る。都市 へ の 人 口集中に起因す る混雑緩和

か ら ， 市街地 で は業務空間 ・駐車場や社会基盤施設

等 の 地下化 の 要求 も依然強 く，ま た
， 歴史的景観保

護や イ ベ ン ト志 向に こ た え る地下es23）・2 ‘）
や ， 自然

景観保全 の 地下発電所 もあ る 。 視覚印象の改 良や都

市の 高度化開発 を含め て
， 地下 の 下水処 理建設が 我

が 国で も1965年
25）

頃に は始ま っ て い る 。 そ の ほ か に

も，完全 な 三 次元地下空 問を含 ん だ 地下 特性 の 意欲

的な利呼
6） 

も近年多 くな っ た 。

　 2．3　我が国に おける特徴的な地下利用の 方向

　 我が国で は沖積平野 か盆地に ひ らけた都宙が多い

が ， 諸外国で は 岩盤上 に 位置 し て い る こ とが多 い
。

自然 と歴史 の 違い か ら地 下利用 の 形態が 外国 と異な

っ て も不思議は な い
。 古代か ら ， 洞窟， 山岳 ト ン ネ

ル や地下 室等 がみ られ る。明治以降 の 外国技術 の 導

入は ， 陸上交通 ・水力発電 ・都市基盤施設 ・貯槽 を

含 む軍事施設，Ti∫街 区 ・駐車揚等を地下に 発達 させ

た。本格的な ス ポー
ツ 施設 ，

コ ン サ
ー

トホ ー
ル や 核

シ ェ ル タ ー等は ， 我 が国で はまだ見掛 けな い
。

　 大都市問題 の 根本 的な解決に は ， 極端 な集中人 口

の 分散が 必要 で あ る が
， 即効的な具体策 は無 い

。 そ

の た め，実際 に Ililffす る諸問題 に対処す る行政 と関

係者は，不 足 す る 地表空間 を階層的地下空問に 問題

解決の 活路 を見出そ うと し て い る 。   新し い 都市を

地下 に 求 め る と い う発想か ら， 不特定多数 の 目的に

適合す る大空 間とそ の 建設 に必要 な技術課題 を論 じ

て い る 。 ま た ，   社会基盤 の 交通 ・運搬 ， 給排水等

も地下 に建設 し増強す る と い う考え もあ る
。 既存市

街地 の 土地利用 の 現状を踏まえ て ， 都市機能施設別

に大深度 で の 建設技術や法制や，地下利用 に必要な

ソ フ ト開発 を検討課題 と して い る 。

　
一

方 ，
パ リ，

モ ン ト リ オール や トロ ン トで な され

て い る よ うに混雑緩和 に加 え て歴史的な ， ある い は

美 し い 自然景観 との 調和 を図る こ とも地下利用の一

つ の 推進理由 とな る 。 また ， 階層的利用か ら， 完全

な 三 次元的 ， あ る い は
， 地下環境や地盤特性 の 積極

的利用 の 方向も強 くな る と考え られ る 。

3． 分 類
一

研 究 ・開 発の側面 か ら
一
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　 3，1 分 類の視点と必要性

　 自然科学 と異 な り社会経済が根底で 絡み合 う工 学

で は，分類 の 視点や論点 の 取 り方 が多数存在す る 。

そ の 『視点』 の 例に ， 次の 属性が考え られ る。

　   　施設機能　　　　　  　形状 ， 構造

　   　地下特性 　　　　　  　用途 （利用 目的）

　   　地質 と建設材料 　　  　自然や風土 の 条件

　   　社会 条件 （土地 利用 ， 法制等）

　 こ の 中で 比較的利用 度 の 高 い 視点は機能で あ る 。

し か し
， 機能 の み に頼 っ て 区分す る と， 分類 の 利用

者 の 具体的 で か つ 口常的な知覚か ら遊離す る。例 え

ば，建設関係者は利用 目的に よ り形状や構造 を設計

す る わ け で ， 機能は当然備える べ き も の で あ り，自

然条件や建設材料 だ けで な く立地点 の 土地利用や法

制等 の 条件も同時に考 え ， 地下利用 には本来 ， 歴史 ．

自然条件 ， 風 ：ヒや文化等 の 多数 の 要因 も重ね合わ せ

る べ き で あ る。そ れ ら の 影響を受 け る 分類者 の 立場

が分類内容に大き く反映する 。 次に 示す 『立場』 や

考慮す べ き観点が存在 し，分類 に影響す る。

　   　行政 管理 ： 人命 ・財産 ・国土保全 ・ 自然 環境

　　　　　　 　　維持等 の保護 ・規制

　   事業運営 ： 事業計画 ・施設管理 （経済・性 能），

　　　　　　 　　政策実施 ・調整

　   施設建設 ：調査 ・設計 ・建設

　   　研究 ・開発 ： 地 下特性把握 と応用技術

　   　そ の 他 ：文化 ， 心理

　 3．2　既 往の分類例 とそ の 視点

　地 下利用 の 新規分類 を 提 案 す る 前 に，ENAA

（Engineering　 Advancement　Association）， 足立 ・

林 ほ か
29）−38）

の我 が 国で の 分類例 と幾 つ か の 海 外

例
26）・27）・39）・4°）で の 視点や立場を まず確認す る 。

　地 下利用に 意欲的 な事業関係者 は ， 施設紹介 と事

業で の 位置付 けや， 施設 の利点を 中心に分類し て い

る。特定 の 経験 が支配 する用途 ・機能項目を選 定 し ，

開発 目的や立揚 は関係者の 間で 自明で あ る と し て 明

示 されな い こ と が多 い 。課題抽出 ・整理 も意図 して

い るが， 肝心 の 分類根拠は まれ に しか示 さ れ な い

s9）・4°）
。

　研究者や提案者も ， 分類の 立揚 と視点を明示 し て

い る こ と は ま れ で あ る 。 抽出 され た分類項 目の 性格

に も一貫性 が乏 し く，項 目が独立 し て い な い こ と も

あ る。例 えば， 産業分類 で あ る 「電力 」 と施設要素

59

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

資料一487

の 「発電所 」， 産業分類 の
「商業 」 とそ の 下位 の 「ホ

テ ル 」，施設要素 の 「住居 」 と機能用語 の 「物流 」

等 の よ うに
， 属性や分級 の異 な る用語が

一
つ の 分類

中に並存 し て い る こ とが あ る 。 それ は ， 快適 ・利便

性 ・安全性等が時代 と ともに 変遷 し ， 江藤
3D

が述 べ

る現代 の 多 くの 施設 で の 複数 目的や新 し い 機能を付

加 し複雑化が あ る か らで も あ る 。
こ の こ とは ，現状

施設 の 分類を表面的な一次元化 の 困難 さ と， 単純な

単一機能で の 利用 区分 の 困難さを示 して い る 。

　 ま た ， 分類 の 視点や根拠 が明示 され て い な い た め

か 現象論的 な分類が多い
。 したが っ て ， 分類構成思

想の 統一性が崩れ て利用 が困難 とな る
。

　 3．3　分類 の
一提案

　社会活動は 多様 な視点 に基づ く尺度 か ら評価 され

る の で，通常多次元 の 分類 が必 要 とな る 。 理 解の 容

易な分類 に は ， 目的 に添 うカ テ ゴ リ
ー （属性） はせ

い ぜ い 1 〜 3個 に し，個別 に独立 で あ る要素を選択

す る こ とに なる 。

　筆者 らは ， 地下空 間の研 究 ・開発時 に お ける技術

検討課題 の 整理 と， 将来の 開発 の 方向性 を明らか に

す る た め の 分類を意図 し た
。

　そ こ で
， 地下施設 の 分類基準に ， 建設誘因 と な る

心理 的要求 （当初欲求） を満足 させ る 『基本機能』

を選択す る 。 多数 の機能 を持つ 各施設が単一の分類

項 目に属す るた め に ， 当該 の 『基本機能 』 以外は二

次的な機能 とし て分類対象か ら除外す る 。 こ の 方法

によ り施設 ご とに一っ の 機能が対応 して
，

こ の 基準

によ る重複 の 無い 分類が可能 と な る 。

　分類項 目と し た基本機能に
， 居住，採取，崇敬 ，

貯蔵， 移送，中継，防衛，生産 ， 外力支持， 教育研

究， ア メ ニ テ ィ
ー

と処分 を抽出 し た。それ らは ， 地

下施設 に求 め た原初 の基本機能を想定した出現 の順

に従 っ て 並 べ た 。 また ， 地下施設 の特徴 を理解する

た め に ， 経時変化が少な い 地盤 の 状態や 自然環境，

ま た ， 地盤 の 物理 化学的性質を地下特性 として 選定

し ， 利用 し て い る特性 を分析す る。そ こ で ， 基本機

能を縦軸に ， 地下特性 を横軸に とり， 図一 2 に 『人

間 活動 と地下利用 』 の 分類 を示 し た 。 施設例に ある

・印 は，現在利用 して い る特性で あ る 。

　さ らに
， 地下施設の 立地 環境 を示 す社会 要求や 自

然 状態 は地域性が特に強 く影響する 。 こ の 中に ， 我

が国 の 風 土や歴史的観点が
， 暗に組み込 ま れ た形で
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理 解で き る 。 例 えば，我が国で は地下水や多湿 の た

め ， 今 日地 下住居は な い
。 ま た教育施設 も定着 し て

い な い 。ア メ ニ テ ィ
ー施設 に し て も人 が長期間地下

に滞在す る こ とは ど うも受け入れ られ な い よ うで あ

る。他方で貯蔵 と か 輸送の 地 下空 間 ・利用 は広 く普

及し て い る。 い ずれ も非居住性施設 で ある。自然条

件， 風土 ， 歴史 が地下利用 に い か にか か わ っ て きた

か 知 る こ と が で きよ う。

　3．4　分類の 利用方法

　分類利用者 の 立場 に応 じ て ， 呈示 し た地下特性 を

さら に細分化す る方が扱い や す い こ と もあ る 。 特牲

区分で 説明す る と ， 光線 （電磁波）遮蔽 の
一
部か ら

社会的表現 の 視線遮断 （景観保全の ため）な る項 を

分離 し ， 従来項は純粋に物理 的特性の み とした よ う

な 例で あ る。施設計画時 に は ，

・印の あ る特性 の 技

術検討 が必 要で ある 。 そ の ほ か の 特性は，使用条件

の 変更 に応 じ て 影響度 を再確認 した り， それ を利用

した新規施設 の 可能性の検討 に 用 い る 。

　次に ， 定義 し た地下 の 概念 に基づ い て 提案 し た分

類 の 利用例を述べ て み よ う。

　＠　新規利用基本機能

　図一 2に示す基本機能 の 出現順序 と現代社会の 問

題 を 2．1 の 地下 の イ メ
ージ に 述 べ た 明暗両面か ら展

望する と，

「医療 」，

「防災」 や 「再資源化」 を新規

に利用す る基本機能 の 候補に で き よ う。

　   　技術課題 （SMES ＋地下 水）

　SMES （Superconducting　Electric−Magnetic　En −

ergy 　Storage）を収納す る地下空洞 へ ，強大な磁場

を横切 っ て 地 下水 は移動する の で ， 誘導電 流が発 生

する 。
こ れ は貯蔵 エ ネル ギーの 損失 と ロ ッ ク ボ ル ト

等 の金属構造材の 腐食 の 原因 となる 。 こ れ らの 程度

を把握す る こ と は 工 学的な課題で ある 。

　  　薪規利用施設

　地盤 の 電磁波遮蔽性は ， 地 下空問 の 電波暗室 と し

て の 利用を可能にす る
。

ま た ， 地下貯槽で の 地下水

に よ る気密性保持方法 ， 熱水貯蔵で の 岩盤 の 断熱性，

さら に地盤鉱物の 生物学的安定性が知 られ て い る 。

それ らを複合 して 利用す る と ， 厳重な密閉性 と温度

の安定性が求 め られ る遺伝子 工 学等の 生物学実験室

へ の 利用 が期待で きる 。

　  　施設 の 機能別に地下特性を確認

　既存施設が持 つ 複数 の 機能に 関連す る 地下特性は，

土 と基礎，42− 4 （435）
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地盤 と環境 地盤 の 特．跨 社 会要 求 自然 条件
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aotivi 七igs
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物状
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水物力

一
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元

境

物振電視
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質動波 り
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　容 伝電
度量導容

化生

学物

大 →一　口小

54 呂 2 工

不
良ぐr 　同良

工ε B45

居住 避 ける 住 居

貯 蔵 蓄 える 穀 物、薯室 、ワイン

加 工食晶

氷 室，冷凍食 品

貯 水池 ・地下揚水池

水 封式 （流体〕

熱水

ガ ス
・空気 十

採取 採 る 地 熱

鉱物 、石材 ド 化 石燃料
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崇敬
　 〔瞑想 ）

敬 う 墳 墓

寺 院、修行場
11

移送

　 〔輸送 ）

結ぶ 上下 水道 、排水 溝．共 同溝

通 信、電力

道 踉，鉄道

ガ ス

中継

　 （基地 ）

采 まる 集会所、行政
商 業 〔地下街 ）、駐車 場

配 水池

変電 所

1
防緯i 防 ぐ

〔外敵 ）

防 禦施設

攻 撃施設

… i
生 産 作 る 栽 培

製 造τ 場 、発電 所

水 処理，清掃工 場

デ ィ
ープ ・シ ャフ ト

滞 爪 層利用水処 理
卩

外力支詩 支え る 構 逢 朸 基礎

呂 MES

教育骭 究 学ぶ

究める

学校
SRC ・加遠裾

無重力

生物
・
科学実験室

地 盤 ・地質 ・地 殻 ・施 工 臺 や → 寮

4ア メ ニ テ ィ 楽 しむ 博 物 ・美術館、ス ポーツ ．
観 光

捨 て る処分 固形廃棄物

液 状廃棄 物 峯
匣 十

註 〕原 始動作 ：機 能の 当初 目的動作 、三 次元 性 ：特に 位置的 に地下 を意識 した 用途 、電磁波 ： 光線
・

γ線 を 含む 、
都 市部で 持に 多、「曽利用を意識 した も の ，物質 ；地盤の 搆成物質か ら中性子 まで 含 む　 　　 窄〕視線遮 蔽⇒景 観保護

　　　　　　　　　　　図
一 2　人間活動と地下利用

そ の 機能に該当す る基本機能の 項 目 に あ る類似施設

例 の 特性を参照す る こ とで ， 容易に識別す る こ とが

で きる 。 また ， 既知 の 機能を新規 の それ と組合わ せ

る こ とで ， 既利用 の 枠組 の 再構築を容易に す る
。 例

えば ， 地下空洞 に SMES 収納 と同時に ，
ヘ リ ウム ガ

ス 貯蔵 の 目的を持た せ る こ ともで きる 。

　  　検討項 目 の 確認

　各施設で確認 され た利用する 地 下特性は ， 計画 ・

運用 の 際 の 検討項 日 で あ り，慣れ に よ る錯誤を減少

で き る
。

つ ま り ， 分類表の 使用か ら， 次の こ とが容

易 とな る効果 が生 まれ る 。

　  新規基本機能の 発見 　  新規施設 の 発見

April ，1994

　  　技術課題 の 整理

　  　既利用の 枠組 の再

　　構築

　  　計画時の 検討項 目

　　 の確認

　以 上，地下空間 ・利用

に つ い て ， 原 点に立 ち科

学的か つ 人文的視点 を踏

ま え て議論を構築し た 。

い っ の時代で も先 の 事 を

考え る際には ， 絶えず原

点に 立 ち帰 っ て物 を考え

る事が大切 で あ る こ と を

強調 し た い
。

4．　 お わ り に

　　　　　　　　　　　　　 近年 ， 我が国 で は地下

　　　　　　　　　　　　 利用 の 目覚ま し い 進歩 を

　　 　　 　　　 　　 　　 　 み よ うと し て い る。そ う

　　　　　　　　　　　　 い っ た中で ， 地 下空 間に

　　　　　　　　　　　　 か か わ る多 くの 論文，報

　　　　　　　　　　　　 告書 ， 出版等が 世に 出 る

　　　　　　　　　　　　 よ うに な り ，
パ ラ ダ イ ム

　　　　　　　　　　　　 。シ フ ト （枠組 の 移行）

　　　　　　　　　　　　 が進行 中で あ る 。

一
方で

　　　　　　　　　　　　 は技術体系の 再構築お よ

　　　　　　　　　　　　 び分類 の 適正化が コ ン セ

　　　　　　　　　　　　 プ トの確立 とともに望 ま

　　 　　 　　　 　　 　　 　 れ て い る。

　　　　　　　　　　　　　 論点 の 明確を期すた め

に，本報は
一

貫 し て 『地下空間di を
『地 表面 下 に あ

る 空間』 と し て ， 『地下利用 』 を
『地下空 間 自体お

よび空 間に存在す る物質 とそ の 物理化学的性状 ・環

境 の 利用 s とい う観点 か ら定義 し た （Zl 参照）。

　また ， 地下に は心 理 的に 「暗」 の イ メ
ー

ジ もあ る

の で ， 利用 に際 し て 配慮が必要な こ と も述 べ た 。

　都市へ の 人 口集中に 起因す る 混雑緩和や歴 史 的 ・

自然的な景観 と の 調和等の 消極的利用に加 え て ， 技

術 の 進歩 に 呼応 し て 地 下特性 を積極的に利用する方

向が 出現 して い る
。

　こ の よ うな背景 の 下 で ， 研究 ・開発 の 側面か らの

地下利用 の 分類 を提案 し た が ， そ れ に よ り以下の よ
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うな効果が期待で きる 。

  人類 の 当初欲求 を満 たす施設の基本機能に注

　　目し て
， そ れ が発展 し た と思わ れ る順 に選択 し

　　施設を分類 し た 。 時代 と とも に付加 され て き た

　　機能が弾力的 に技術の 枠組 の 中に 吸収 され て き

　　た こ とが分か る 。

．  　新規 の 基本機能や施設 の発見 ， さらに技術課

　　題 の 整理等が将来 の 進歩を もた らす。
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